
心が動く、心をほぐす
～答えがないことでも、自ら考え、しなやかな心をもち、

失敗を恐れず、行動する～（仮）

– 5 – – 6 –

一
人
ひ
と
り
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子
ど
も
に
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支
援
の
例

先
生
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関
わ
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例
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思
考
力
の

芽
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え

環
境

単
元
先
生
の

関
わ
り
キ
ー

ワ
ー
ド

・自立性を見守
　り挑戦できる
　ようにする
・没頭できる時
　間を大切にす
　る

・できないこと
　ではなく、
　できるように
　なったことに
　着目できるよ
　うにする

・他に興味をも
　てるような声
　かけ

・試行錯誤する
ための働きかけ

育ちを支える

共通の視点の

検討が大切てす

「架け橋期のカリキュラム」は、園と小学校が話し合い

ながら作成していきましょう。カリキュラムを作成するこ

とが目的てはありません。互いの保育・教育の質を高める

ために、具体的な取組を共に見出していくという意識て取

り組みましょう。

そのために、双方の先生が、気軽に話し合える関係を

作っていくことが大切て｀す。

往還

する子ども像を設定する

・期待する子ども像を明らかにする
・実施期間を検討する

（叢低5歳児から小学校1年生の2年間実施）

期待する子ども像に関連がある

冨如麟芸 言 っ四柔しい姿」を

0歳から 7歳 に お け る 「 大 切 に し た い こ と 」 の 手 掛 か り 例

① 期待する子 どもの姿や課題、校園の取組等について交流

指示された

は一生懸命、

に取り組む。

期待に応え

と、頑張るこ

てきる。

② 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を見出す

③ 期待する子 ども像を明らかにする

みんなの願いを具体的

な子どもの姿て描き出す

↓こはどうしたらいいかな。

抽象度の高い文言だと

何を目指しているのか、

ぼやけてしまう。

ても、経験してい

ないことや答えがわ

からないことについ

ては、失敗をおそれ

る姿がある。

自分の本音が言え

ないときがある。

迫りたいのは、

「自立心」や「思考

カの芽生え」。

どのような子どもの姿

なのかイメージしやすい

文言がいいね。

取組を進める中て，，、文

言の見直しをしてもよい

かも。
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年齢 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳

•清潔て快適な ・ゆったりと落 ・じっくり遊び ・友だちの存在 ・3、5歳児と ・試したり、エ ・子ども同士がつながったり、活
環境 ち着いた環境 に向かえる環 を感じられる の関わりが生 夫したリてき 動を生み出したりする教室環境

塁 境 場や物の配置 まれる場や物 る場や物の配
の配置 置・時間

単 ．感覚の働きを ・全身を使う遊びと指先を使う遊び ・ルールややりとリがある遊び ・年間を見通した合科的•関連的
元 豊かにする遊 な学習
の び •一人ひとりの好きな遊びや興味に
工

添った遊び夫

＾ 
．感触や温度、 ・見立て遊びが •同じ種類の用 ・遊びの中て出 ・イメージを広 •本物らしさを ・試行錯誤のある活動を設定

例
音、大きさ、 充実するよう 具や玩具の数 会う身近な自 げられる様々 追求てきるよ ・児童の思いや願いを生かし、‘—/’ 
形など適切な な用具 への配慮 然や素材・材 な素材・材料 うな材料や道 豊かな表現活動のある単元

玩具 料・遊具 ・遊具 具

・温かいまなざ ・「自分てしたい」を見守り・支える ・見守り、必要な時に援助 •これまでの経 ・気付きを促し、

しと言葉かけ 験を踏まえ児 学びや成長を

・友だちとの仲立ち ・幼児と共に考える・振り返る 童の力を引き 自覚てきる支
出す 援

・包み込まれる ・笑顔と声の ・失敗を悪いこ ・興味や疑問を ・相手の気持ち •生活や遊びの ・わからないこ
感触や五感を トーンによる とと思わせな 見逃さない の理解をうな 中にも学びを と、てきない

意識した関わ 安心感 い受け入れ ・言語コミュニ ・待っ姿勢と少 がす 仕組む ことを認める

リ ・共同注意の形 ケーションを し離れたとこ ．感情コント ・興味•関心を ・成果や成長を

•愛着形成の 成をうながす うながす（代 ろからの見守 ロールてきた 大切にする 可視化する

ベースとなる （同じものを 弁する等） り 場面を見逃さ •取り組もうと

安心感 見て笑い合う ・周囲の状況を ずほめる する気持ち、
•愛情ある声か 等） 知らせたり、 •他者との関わ 失敗から学ぶ
け ．肯定的な声か 相手の気持ち りの良さを価 気持ちを大切

け を代弁したり 値付ける にする

する

期待する子ども像の育成に向けて、

大切にしたいことを共有する

一・環境・単元の工夫

・先生の関わり
•一人ひとりの子どもに応じた支援等

ー／．． ｀ 1)｝ -,：戸←—一2~― ,1. --J  
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5歳児 第 1学年

時期 4・5・6・7・8 ! q • 10 • 11 • 12 ！ I • 2 • 3 4・5・6・7・8 ! q • 10 • 11 • 12 ！ I • 2 • 3 
＇ ＇ 

期待する 心が動く、心をほぐす

吟
子ども像 ～答えがないことでも、自ら考え、しなやかな心をもち、失敗を恐れず行動する～

に幼 自
やってみててきたことや、 うま ：9：： ：：， 考お閏にり＜互最いえをし繰後たいたよリエ夫したり、 失敗した 11！ てに自積信きた満足感自や達成考ず感から更 がて自試分らててきそうなことを見つけ ：I経験したことをもとに見通しを ，I！経取わ験いリ組、に基づいた見感通、満しをたてて彗立 ていく、てが強もきなっくなくとてっこ困てういっしたたく経。い験といを通う思し まリ返てやしなっがてみら、よ自う分とすなるり。| -むこ極をと的がもてにってき分諦るのめようえにに取なを出るり組。し、----、し新たりし、いや生活リ直に慣しれたるり。しな1 ： -てもちき、る手こごとたを積えみを感上げじなてがいくら、。-↑ ： ----、-み自、信達を成深める。-足感を味

ての 心

ほ終
しわ 自分とi だちの烹いや考羞の違 の思いや？ えを伝えたリ グループやクラスで色々 な考 悶しい生活やg 境に悶れ、も小学 お互いの： 贔をの違いに気づいた ひとりて考えたリと§ だちと： 
し‘り いに； きなが色々なびや リしなが、もっと雰し＇i えを出し合い、 ぞいを魯け入 の学習や活に興を つ。 ＇： り学よさ じたりして、とも ＇： え合ったりして、 を解決
姿ま 活動 しむ。 しようと工夫するようにる。れて新しい考え生みそう にぶこと楽しむ。 る面白さを味わいける。
て曹 : : とする。 ： ： 

大
子どもが手に取り、自らやって I自分品て悶れて感動てきる豊 I； だち馨士の関わり も異年齢 期待感いっぱいの学びの環境 ，広がる つながる 学びの環境 ，経験．既>したことを試しなが
みたい、う もっとこうしたいと思l かな の み重ね 」＿ 流を む）が活性イする場 l 上ら深まる 信・意欲

切 えるよな場の工夫 くり
に ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
し 閥な覧びに： 中になれる時間 ！共感的な受け止めと関わリ ！個の思いを認め、つなげる 入’ まての体配す験置く試、を把握し、触れ ！魯がりやつながりを生む 材 ！グループやクラスて， な々： え

を 実さ るような関わり ' ’ た なる、 したくなる材 ＇ ・用具の配置と教師の声かけ ＇を出し合し‘、を塁いを け入 てた
------------------------—•: -------------------------J _________________________ 

料・用具の i -！ ,-新しいえ み出関わリ
~\ ---------------------------------------------------------------------------
こ やってみたい、 ＇ 様々 な経験の積み重ね ：＇ 友だちとつながる、深まる 知ってる！ やりたい！ ： ＇ もっと もっと ＇ てきたよ！
と もっとやリたい ： やりたい！ ： もっとできるよ！＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ 

-

9

 

遊びや学びの姿を改めて捉え直し、

共通の「大切にしたいこと」を見出す

施設類型の違いを越え、共通の「大切にしたい

こと」を見出すために、まず、各校園て，，展開されて

いる遊びや活動を描きだし、子どもの学びの姿を改

めて捉え直しました。そして、交流し、共通してい

る「大切にしたいこと」を見出しました。

また、互いの保育・教育て大切にしていること

を共有し、幼児・児童の学びの姿に置き換えて考

えることで、 「大切にしたいこと」を見出した校

区もあります。

カリキュラムを
作成する過程が
大切！

本リーフレットに示しているカリキュラムは作

成途中のものてす。 「保育や授業を参観したり、

事後研究会をしたりする中て再度検討しよう」、

「完成を急ぐのてはなく、みんなで話し合うこと

を大切にしよう」など、カリキュラムを作成する

過程て互いの保育・教育の理解を深めています。

カリキュラムを作成するのがゴールでは

ありません …p.9 -_10を参照



Iヽ II II 

期待する子ども
像に迫るために
カリキュラムを
デザイン

II II II II II II 

5歳児のカリキュラムをデザイン
1年生のカリキュラムをデザイン

II ‘’ 

「カリキュラムを新たにつくらなければなら

ない」ということではありません。

校園の保育・教育の形は違っても、期待する

子ども像は共通しています。指導者側て‘綿密に

計画を立てていくというよりも、子どもの姿を

思いながら、どんな活動がどうつながっていく

可能性があるか、子どもの動きに合わせて変更

可能なデザインを考えておきます。

例えば、小学校ては、生活科を中心とした合

科的•関連的な指導を中心に記載するというエ
夫がてきます。

校園の理念や校種が違っても、どのような活

動の展開がありうるか、共有し合い、学び合い、

より良い環境構成や援助を共に考えていくこと

が大切てす。

5歳児

時期 4・5・6・7・8: q • 10 • 11 • 12 I • 2 • 3 

5歳児

時期

主
な
教
育
課
程
・
予
想
さ
れ
る
活
動

4・5・6・7・8 : q • 10 • 11 • 12 I • 2 • 3 

主
な
教
育
課
程
・
予
想
さ
れ
る
活
動

体操、外遊び
短縄、大縄、鉄棒、登り棒、雲梯、l

ポール遊び
平均台、跳び箱、マット、ごっこ
遊び、鬼ごっこ

女集団で行う運動で役割を認識する
協調性と自主的に喜んで運動できる
態度を蓑う。懸垂力、平衡感覚、柔軟
性、瞬発力、跳躍力を養う。ルールを
守って楽しく体を動かす。

I 絵画活動

女クレヨンや絵の具などを使っ
て、伸び伸びと自分を表現する
楽しさを感じる，

宗教

聖歌、神父様のお話、神様の
お話

1!1 花を植える・：：の栽培・観察
i女自然との関わりで、植物を育
！てる楽しさや命の大切さを知る。

|i 

年長児になったことに喜 1

びを感じ、他学年の友だち ：
にやさしく接する姿が見ら 1

れた。戸外に出て、積極的 ：
にいろいろな活動に参加し ，
ようとする。草花や虫、小 ：
動物に関心を示し、色水遊 I

びては、花の咲いている場 ：
所を見つけ色の混ざリを楽 ，
しんでいた。 I 

振
り
返
り

女生命の大切さ、神様からの
愛を感じる。自分の周りの人、
物、自然に感謝の気持ちを持
ち、平和の心を育む。

表現
歌をうたう、楽器あそび、
リトミック

女音楽に触れることを楽しむ。
色々 な音（自分の歌声、友だちの
歌声、保育者の歌声、楽器の音、
自然の音）を感じる。自分を表現す
る楽しさを感じる。

「架け橋期のカリキュラム」は作成して終わりではありません

5歳児

q • 10 • 11 • 12 

期待する

子ども像

心が動く、

～答えがないことでも、自ら考え、

第 1学年

時期 時期 q • 10 • 11 • 12 

期待する

子ども像

心をほぐす

しなやかな心をもち、失敗を恐れず行動する～
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振
リ
返
り

l学期になり年長として

集まる活動も増え、前向き

に取り組む姿勢がある。こ

れからの課題としては、話
を理解しながら聞いていく

ことなどがあげられる。

運動会ては、子どもたち

が自分て考え、作り上げる
ことて主体的な活動となっ
た。 また、友だち同士てブカ

を合わせる活動を通して、

みんなて一つのものに取リ
組む楽しさを感じていた。

第 1学年

時期 4・5・6・7・8 q • 10 • 11 • 12 I • 2 • 3 

l――--------------------――’ 

： 「動的なカリキュラム」に ： 
.) 

'------------------------...I 

-------------------------~ 
l カリキュラムを詳細に作成しても、見直すこ

lとはなく、幼保小接続の取組が形骸化してい

：ることはありませんか。

： 接続て，，大切なのは、子どもの育ちをつなぐこ

lとてす。そのために、子どもの姿と願いを共

：有し、そこに向けて重点的な観点を共有し、

l活動をデザインし、 ‘‘記録'’し、さらなるデ

：ザインを考えていく。デザインと省察を往還

l 
lするサイクルをもつ「動的なカリキュラム」

l を作成することて＼持続的•発展的な幼保小
：接続となります。

： 福井大学教職大学院

l 岸野麻衣准教授講話より
'------------------------------

主
な
教
育
課
程
・
予
想
さ
れ
る
活
動

協力して
0ふゆをたのしもう やろう
・冬さがし（校庭➔公園）
・冬の遊び（雪や氷）
0そとであそぼう
・風をつかった遊び（かざぐるま、
たこあげ）

I 

幼
児
期
の
終
わ
り
ま
て
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
が
見
ら
れ
た

子
ど
も
の
学
び
の
姿

0運動会

・運動会の練習に向けて、自分て活動の服装や集

合場所、時間を確認して行動することがてきた。

・組体操の活動て‘は、自分達てどのように取り組

んでいきたいかということを、考えて話し合い、
「そら」をテーマにすることとなった。 「浮いて

いる飛行機」 「プロペラが回るヘリコプター」

「きらきらひかる星」など、子どもたちから出て

きた発想をみんなて共有し、それを具体的に手を

広げたり腰をかがめたり回ったりする身体の動き
て表現していった。

・例えば、 「プロペラが回るヘリ」ては、回る回

数や方向、速さなどについて、どうするのが良い

か、子どもたちが考えを出し合った。最終的には
6回右回リて’回って、最後はガソリンが減るので

ゆっくり、回って止まり、バッテリーがなくなる

ことを示すのにジャンプしようということになっ

た。このように本番まて子どもが考えを出し合い、

動きを修正しながら完成につなげ、本番も生き生

きとした表情て楽しみ、自信をもって表現するこ

とがて‘きた。

•生活科「たのしいあきいっぱい」の学習ては、
5歳児を招待するために、秋の自然物を使った

コーナーをグループて｀考えていた。

•まとあてでは、もっとまとを作ろうというめあ
てを持ち、色や形にこだわって、 トイレットペー

パーの芯にペンて丁寧に色をつけ、細かく切り込
みを入れて作っていた。

・魚釣りては、落ち葉を画用紙にテープて貼った

ものを切り取り、魚に見立て、裏に「あたり」
「はずれ」 「おおあたり」と数字を書いていた。

チームては、計算するつもりだったが、 Aは、
「100000…000」とたくさん書いていた。気になっ

た教師がチームに戻って「計算するのにこれてよ

いか」と確認すると、 「これ点数何点？」 「無限o

無量大数」と応えていた。 「当たりは100点まてに

して」と言われ納得しているようてはあった。魚

に毛糸を短めに貼り付け、 「難しくした。」とな
かなか釣りにくくした工夫をした Bて？あった。そ

れを友だちが苦労しながら釣り上げると「大当た

リの大物！」と大興奮していた。

幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
が
見
ら
れ
た

子
ど
も
の
学
び
の
姿

どの実践も、難しい
ことを克服していく過

程が、子どもをぐっと

成長させている。

子どもが、難しいこ

とを乗り越えるための

手立てを記載すると、

他の教員の参考になる

のてはないか。

記録から子どもの声

が聞：：：えてくるようだ
写真があると、よリイ゜

メージしやすい。

振
り
返
り

できた！
もっとできそう！
もっとやりたい！

のとなかよし
の虫探し・虫の飼育
のしいあきいっぱい
5がし（校庭➔公園➔AP)
きをたのしもう
l'の宝物」を使ったおもちゃ作り
での経験•本➔AP)
·-もので遊ぶ（学級➔学年➔異年齢）

っ

「
|
_
〖
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ょ

を
る

た

生
返

年
り

品

霜

攀

輝
『

る

生

の

分

き

碑
会
ら
自

p．

ぐ
流
か

自分たちで
考えると
楽しいね

9-----------・--------――、-----------, r【学級会】できるだけ子どもが話合いを 1 
9きながら話し合う。 I I進行する。 ： 

ぽt茫言阿亨茄万点隣：勾孟雷閲芯』 臣閲たちで話し合って決めるよさを味i

,'----------------------- ---------------------、‘‘----------------------’
04月に、 2年生からたねおく＇）や学校
紹介をしてもらい、小学校生活への期待
感を膨らますことができた。
o rなつがやってきた」ては、遊び方な
どで困ったことがあったときは、友だち
や先生と相談しながら進めることができ
た。
▲園ての経験・環境設定などを生かして
準備をしたり活動を設定したリすること
が不十分だった。
▲春から夏への移リ変わりに気付くため
の支援が十分でなかった。

5歳児

時期 4・5・6・7・8 

幼
児
期
の
終
わ
り
ま
て
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
が
見
ら
れ
た

子
ど
も
の
学
び
の
姿

くどうやったら水が流れるかな？＞

• 5月下旬、少しずつ気温も高くなり、水の冷た

さや感触が心地よい季節になってきた頃、子ども

たちは、砂場に穴を掘リ、水を入れて「温泉」、

「プール」を作り、全身て・水や砂の感触を味わい

楽しむ姿が見られた。次の日は、樋を持ち出し、

水を流すことを楽しみ始めた。
•最初は、樋を砂場に置いて水を入れていたが、
傾斜がないのて［水が流れない。 「水が流れな

い！」 「何て？」と水を勢いよく入れたり、いろ

いろな方法て試してみるが流れない。すると、同

じ場に遊んていた子どもがバケツを持ってきて、
樋の端に傾斜をつけ水を流し始めた。 「水が流れ

11, 

た」、 「ここにも置いてみよう」、 「ちょっとこ

こ持っておいて！」と、次々と樋を組み合わせて

水を流すことに大成功！ "' 
・ 「どうしてかな？」、 「なんてだろう？」と試

行錯誤して遊ぶ姿や「てきた！」、 「やった！」

という達成感を遊びの中てたくさん経験していく

ことを大切にしていきたい。

幼児教育ても

小学校教育ても

ょ『八 、よ
「架け橋期のカリキュラム」は作成して終わりでは

ありません。カリキュラムをデザインし、実践を記録し、

さらにデザインしていく。その往還するサイクルを大切

にしましょう。

モデル校園て心は、 「実践記録」をもとに 「自立心」

と「思考力の芽生え」に線を引き、子どもの姿を検討し

ました。互いの感想や考えを交流することて｀、共通点や

相違点が見えてきます。そのことが互いの保育・教育の

理解へとつながります。

G r------------------------―| 

詞・¥̀,L「どのようだったか」を描＜ ： 
//4--__________________________ 
： 記録の際は、 「何をしていたか」という活動内容を ：

l書くよりも「子どもたちがどのようだったか」に着目 l

：し、描き出すことて，，、子どもがどのような資質・能力 ：

：を発揮していたのか着目することがて｀きます。 ： 
l 福井大学教職大学院 l 

： 岸野麻衣准教授講話より i 
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カリキュラムを
作成することが
ゴールてはあり
ません

連携から接続へ

園と小学校の先生方が、関わりをもつことがてきるような取組を行うことて＼顔がわかる

関係性を構築することがてき、幼保小接続を推進する体制をつくることが可能となります。

そのことが、保育・授業の質的改善を図るための実践的な幼保小接続につながります。

以下に県内の取組を御紹介します。

大人同士が

三`ク 小学校に 5歳児を招待して交流する形
てはなく、授業を一緒に受けるという
「授業体験会」を実施したり、小学校の

教員が園へ出向き、出前授業を実施した
リしています。 5歳児は小学校のイメー
ジができ、小学校教員にとっても幼児理 ｀ 
解につながります。

互いを認め合い

ゞ ）の入良ッ

保育・授業参観・研究会への参加

園内研究・校内研究に参
加することて、幼児期に育
まれた力が小学校教育にど
のようにつながっているの
か、園や小学校がどのよう
な保育・授業の工夫をして
いるのかについて理解する
ことがてきます。

授 業 体 験 会 ・出前授業

やりたいを実現する環境構成

園ては、子どもたちがやりた
い！と思った時に自由に材料や
道具を手に取ることがて｀きます。
小学校ても、主体的な学びを支
えていくために、やりたいとき
に、自分て始められる環境を整
えています。

創意工夫した

カリキュラムの作成

保育参観ては、園の先
生が幼児の学びの姿や保
育を解説してくださるの
て理解が深まりました。

校区の実態を踏まえて、園と小学校が創意工夫

したカリキュラムを作成することて、共通理解・

共通実践につながります。

l―-----------------------------------------------------------―’ 
! JRC発祥の地てある守山小学校区は、JRC精神を基盤とした特色ある教育を実施しています。JRCの＇
I 態度目標てある「気づき、考え、実行する」をもとに、期待する子ども像を「気づき、考え、主体 1

：的に学ぶ」と設定し、校園の共通の取組を「心が動く・試行錯誤・伝え合う・振り返る」とし、保 ：
I 育・授業を展開しています。

「協同」

ゞごこ／’

カリキュラムが詳細に作られていても、子ども同士の交流にとどまり、

子どもの育ちをつなぐための幼保小接続になっていないということはあ

りませんか。

c
 

「学びに向かう力推進事業」研究指定校園における
取組のまとめに「架け橋期のカリキュラム」を掲載し
トております。 …p.19 QRコードを参照

ヽ
-9ヽ一

保 育 者 ・ 教 師 の 意 識 の 変 容

これまて中、自分（保育者）の答えあリきて保育
を進めてきましたが、今年度は子どもにゆだねる
ことを意識しました。そうすると、少人数やクラ
スての話合いの中て｀、子どもたちが自分の想像を
超えてくる豊かな発想をし、遊びを自分たちて進
めるんてす。昨年度よりも、わくわくしながら子
どもたちと遊んでいます。

園 の 先 生

大きぃしん

utはぶぃ
_,_（る

nC3迄

’―-----------------------------
＇ 三雲小学校と平松こども園は、校区の課題を ：

＇ ＇ もとに「伝え合う力」を視点とした保育・授業 1

：づくりを進めてきました。特に、乳幼児期て大 ：
I 切にしている愛着関係をベースに、発達段階に
：応じた教師の支援と環境の工夫を行っています。

3歳児

乳児期 安全•安心
※ 教師の支援

園て培われた力をどのようにつなげて
いけばよいのか意識するようになりまし
た。 「幼児期の終わりまて｀に育ってほし
い姿」に着目することて＼授業が変わり
ます。今年は、校内研究へ取組を広げて
いきたいと思っています。

¢ 
小 学 校 の 先 生

「幼児期の終わりまてに育ってほしい姿」を一人ひとりの発達して

保育・授そ こ こー」 いく姿を捉える手掛かりとして、また、教師の関わりや環境の構成を
ー一 改善・充実していくための視点として活用することて‘、学びや生活の

質を高めていくことがてきます。

算数科「かたちあそび」

池了 ご― ミ＂）、認摩）の謳滋さがゼla己三つ 一1 , •• 

、.
7ぇ→砂、I¥9.t：し・ダ（ヤ→I,・h‘はさt,

―― あし→Aiんがぷ小さくあL...,J;・/j'じ 1,., 
知rよじ` •四ふ1、 9 ヽ→しrz 似 ・3 1丸` 4¥．`ヽ

か（・，ゎ 田（iが＼ ＼ 

日野町ては、 「命が宿ってから義務教育終了まての 16年間」
を「16年プロジェクト」として、子どもたち一人ひとりに「自
立する力」と「ともに生きる力」を育むために、学校・園・家
庭・地域・行政が一つになって取り組んています。

5歳児

幼児期の経験を生かし、身の
回リにあるものを使って活動す
ることを通して、形の構成につ
いて考えました。 「自立心」を
念頭に置き、単元を工夫するこ
とて＼目標に向かって、友だち
と協同し、自分なりのやり方て‘
課題を解決する姿が見られまし
た。

子どもをつなぐ

共に考える

「変容」

幼保小接続を通して

保育者・教師の意識が

＼ 子とも::；）ゞ変わ／

「協働」

期待する子ども像に

ゞ る合t：めう ／

4歳児 橋渡し
ノ’

仲介

「幼児期の終わりまてに育ってほしい姿」は、浮じ

幼児期から、子どもが発達していく方向を意識して、

それぞれの時期にふさわしい指導を積み重ねていく

ことに留意していく必要があります。子どもの姿を

通して育ちのつながりが見えてくると、次の手立て

を見出すことがてきます。

-10-
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「幼児期の終わりまてに育ってほしい姿 (10の姿）
確認しましょう！

「幼児期の終わりまてに育ってほしい姿」は、子どもに
資質・能力が育まれている具体的な姿て，，す。主に 5歳児後
半に見られる姿とされていますが、その時期に突然現れる
ものではありません。 0歳から大学教育まて‘（大人まて.)、
一人ひとりの発達に応じて育まれていきます。

「知識及び技能の基礎」＝緑色・長破線

「思考力、判断力、表現力等の基礎」＝青色・短破線

「学びに向かう力、人間性等」＝ピンク色・一重線

........................................................ ． ．  . ． ． ． 
• ． 

♦
 

.............. 

J
 
を

健康な
心と体

自立心

「10の姿」についての考え方

Q
 

＊到達目標ではなく、方向目標であること

*1項目ずつ取り出して指導したり、
評価したりするものではないこと

＊全ての子どもに同じように見られるものではないこと

＊それぞれの時期にふさわしい遊びや
生活を積み重ねることにより、見られる姿であること

♦． 

幼稚園生活の中て＼ 充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働かせ、見

通し＿窒＿もュで行動＿し＿、且ら撼鹿文安全な生活左＿つふ躊丈＿よう＿に全全＿o

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中て＼ しなければならないことを自覚し、自---・ 
分＿の＿カー一て行＿＿う＿＿ために＿考えな出＿＿＿工夫＿しな！lしながら、 諦めずにやり遂げることて達成感を味わ
い、自信をもって行動するようになる。

自然との
関わリ・

生命尊重

数量や図形、

標識や文字

などへの

関心．感覚

言葉による

伝え合い

協同性

道徳性・

規範意識の

芽生え

社会生活と

の関わり

友達と関わる中て＼ 瓦い‘ーの異い‘ーや翌．ぇ＿な＿と立法ま宜．し＿、装通の且的＿の＿寒現に向＿！ーだ応＿＿＿考えた＿＿リー一、ー一
工表＿し姦リー一、＿＿協力＿しーーなリ＿＿＿し、充実感をもってやり遂げるようになる。

友達と様々な体験を重ねる中て＼ ＿し文＿よ虻こ＿と空悪—\,-、こーと＿が会か＿リ 、 ー自分のー一行動窒振＿リ＿＿返＿った
且、友達の気持ちに共感したりし、相垂の立場＿に立ュてー一行動すゑようーーになゑ。まt込＿＿き＿ま＿リ＿を
史る必要＇医が会な ‘-11、 自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けながら、＿きま＿！Lを＿一つペユ
た＿i)_＿、―-一守＿＿？＿t;;_＿リオゑ＿ようーーになゑ。

思考力の

芽生え

身近な事象に積極的に関わる中て＼ 挽Q」生質や＿仕組み＿な＿とこ左良い乳又っI己）⇒_気付＿しー、I土）ーし＿、翌

えた＿！）＿＞―-一予＿想＿した＿！）＿＿‘-一一手＿去＿しな＿！）＿＿するな＿ど、多様な関わりを楽しむようになる。また、友達の
様々な考えに触れる中て｀、 且分＿と異なみ翌広がある＿こ＿とに気4まき＿、ー自＿＿ら＿判断ーーし＿な出＿＿＿考え直し＿
互り了＿るなど、新しい考えを生み出す喜びを味わいながら、自分の考えをよりよいものにする
ようになる。

自然に触れて感動する体験を通して、 且然ーの変化＿t4:な3匂惑＿し取且 、 夕そ奢—,_心空探究L心ーーを屯＿？ー一て考
え言葉などズ表現＿しながら、 身近な事象への関心が高まる とともに、 自然への愛情や畏敬の念

をもつようになる。また、 斐近埜勁植物にこ心＿を動か＿されゑ＿中＿て:.,_A這杞ーの王墨議＿さや＿葛＿さ＿Lこ災ふi
一芝、身＿近な動植物＿への接＿し＿友金考広、命あるものとしていたわり、大切にする気持ちをもって
関わるようになる。

遊びや生活の中で、 数量＿や図形-,_t悪職空文字＿な＿どに＿親＿しむj杢験を＿重ね在＿リ、提講空文字＿の役割
」こ気付虻た＿’1＿し、自＿＿ら＿の必要＿感に基づ＿き＿＿これら＿ーを活用＿し、興味や関心、感覚をもつようになる。

先生や友達と心を通わせる中て＼絵本や物語などに親しみながら、 皇な‘ーな直葉交表現生麦に＿付

且、経験＿した＿＿ことや考えた＿＿ことなどを言葉＿て＿，，ー伝えたリ＿、相手の話＿を注意＿して開＿いたリ＿＿し、言葉
による伝え合いを楽しむようになる。

家族を大切にしようとする夕持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中て、 人と＿の

様夕＿な関わ＿り友Lこgu1き＿、相手の気持ち＿を考え＿て＿関わ＿！l、自分が役に立つ喜びを感じ、地域に
親しみをもつようになる。また、幼稚園内外の様々な環境に関わる中て＼ 遊び空生活廷必畏な

燒報Lを取リ＿入れ、情報に基づき判断＿したリーー、＿］情報を＿＿伝え金＿った＿し）＿¥＿活用した＿！）＿ーす＿＿るなど-9_]情報
＿を役立＿て＿ーながら活動す＿＿るようになる＿ーとともに、公共の施設を大切に利用するなどして、社会と
のつながりなどを意識するようになる。

学びのサイクルを

意識しましょう

「幼児期の終わりまてに育ってほしい姿」は、幼児の
自発的な活動としての遊びを通して、育まれていきます。
そして、子どもの活動や遊びの様子には、いくつもの 10
の姿が絡まり合って現れます。

幼児が、心が動く様々なもの・人・こととの出会いの
中て，，、主体的に遊びを繰り返し、充実感・満足感を味わ
い、また、心を動かすという学びを展開て‘きるよう「学
びのサイクル」を意識しながら指導することが大切てす。

豊かな

感性と表現

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中て‘、 様夕＿な素杖ーの持徽空表現ーの仕方＿な＿と」に気41
立、感＿しな；；ー一む＿や翌えな；；ーーロ＿窒自分ズ表現＿しなリー一、＿＿友達回＿士ズ表現する過程度棄凶ぷ＿＿リ＿＿し、
表現する喜びを味わい、意欲をもつようになる。

平成2q年公示「幼稚園教育要領」、下線部は、無藤隆編著「10の姿プラス 5.実践解説書」による。

ヶ,.
 "“
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ペープサートをくつつけ
ると影が濃くなった。

//・ 

マイクを使ったらどう？
声が届いた！,t 

影が映る！劇をしたら
どうかな？

映画館をしたいな。
段ボールて囲おう。

園は指導を行う際に、
「幼児期の終わりまて
に育ってほしい姿」 を
考慮

／ジ 演じてみよう。
声が観客まて届かない。

っII II Iヽ 99 99 9ヽ 99 99 99 99 99 99 99 

lAAA4444444444 
サイクルを重ねる中で、

活動は発展していき
学びは深まっていき

資質・能力が培われていく
福井大学教職大学院岸野麻衣准教授資料より

小学校ては、幼児期に育まれてきたことを踏まえて、各教科等て‘の
学習につながるよう指導を工夫することが求められています。

一人ひとりの児童の学びは、一つの教科だけて成立するものては
なく、様々な教科の学びが相互に関連付き、つながり合っています。
児童が主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくこ
とがてきるよう、小学校ても「学びのサイクル」を意識しながら指
導することが大切てす。

//_ ・・- ~ 「3匹のやぎのがら
ポップコーンも必要。 がらどん」てペープ

何味にしようかな。 サートをつくろう。

小学校は 「幼児期の
終わりまてに育って
ほしい姿」 を踏まえ
た指導を工夫

2回目の探検。
インタビューもてきたよ。

1回目の探検！
友だちとはぐれた…
ても、もっと知りたい！

． ◆ 

探検て見つけたもの
を地図に描きたいな！

ナたことを伝え
（国語科）

一̀. 、---＇／ 友だちと一緒に、
ー探検の前には、みんな----次の計画をしよう。

て約束も決めよう。

学校のはてな、一 （道徳科）

を見つけたい！

皆で楽しく探検て‘きた！
新たな「？」も生まれたぞ。

教師との信頼関係に

次のページからは、 0歳から7歳までの発達や学びのプロセスを
示しています。これまでどのような力が育まれてきたのかをつかみ、
一人ひとりの発達に必要な体験が得られるような状況をつくったり、
必要な援助を行ったりすることができるよう、御活用ください。 ... 

支えられた生活
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